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●今年度初のイベント 春の野草を食する会 4 月 13 日（土）に開催される。 

今年の参加者は子ども 9人、大人 23 人の 32

人の皆さんがご集合をいただきました。応募

人数は 50 人と予想して諸準備を進めてきま

したので、十分すぎる用意が整えられまし

た。ご参加いただいた皆さんを野草摘みのグ

ループや会場設営のグループと仕出しグルー

プの三つに班分け分担を行い、みんなで準備

を行いました。野草摘みのグループには湯川

さんや近藤さんなどが伊藤さんを中心に、里

山農園付近を歩いてタンポポ・カラスノエン

ドウ等を摘み取りました。特にウマノアシガ

タは綺麗な花をつけていましたので手が伸び

るのですが、食用には適さないものなので注

意していただきました。11 時ごろ農園を歩

き回り綺麗に土を払い洗って天ぷらにしまし

た。初参加の皆さんからは、野草の名前を

色々教えて頂いた。天ぷらにしてたくさん食

べた。自分で摘んだものをその場で食するこ

とができて良かった。などの感想をたくさん

いだきました。また食後には余興として理事

の有田さんから手品や腹話術の披露がされ、少しの時間でしたがゆとりが生まれるなど、自然の豊

かさと共に満足できました。中には小学生の中に手品ができるよと申し出てくれて、みなさんを巻

き込んで出演してくれる等、会場が盛り上がりました。これまでの集いではなく、適当な規模だっ

たので楽しい仲間としての集いが成功したようです。 

来年も参加したい、楽しかった、他では経験のできない取組だった、食べるだけでなく良い学習機

会になった。と感想文をいただき、準備に精を出していただいた皆さんはやりがいがあったと元気

をもらいました。 

 

●春の野草を食する会で野草の成長調査にシュタイナー学校の先生方 3名が参加されました 

この取り組みの前日準備を計画したところ、京田辺市に開校さ

れているシュタイナー学校の先生方 3名が地元で生育している

植物について学習する良い機会なので参加させて頂けないかと

の申し出をいただきました。私たち里山の会は「自然を大切に

する仲間の輪を大きくする」のスローガンを発足以来掲げてき

ましたので、このように意欲をお持ちの方々の思いには応えな

ければと、喜んでご参加を受け入れました。10 日の午後には

当日使用する品物（竹の箸やお椀）を製作行う一方、三人の先生方と、これまで、植物の案内や説

明などをお願いしている湯川さん、白木さん、加えて伊藤さんが同行して、里山農園付近の野草植

物を丁寧に観察調査を行いました。沢山学習していただきました。こうした説明案内の希望やリク

エストは里山の会は願っているところですので、可能な限りご協力をしたいと思っていますので、

気楽に肩ひじ張らずにご連絡ください。ご要望をお待ちしています。 



●竹サインペンの製作講習会実施 4 月 17 日 13 時から実施しました。 

2022 年 2 月に竹嶋修二さんと使い捨てのプラスチック鉛筆について語り

合いました。時を同じくして海のプラスチックゴミ対策や農家の竹藪対

策、そして障害者の賃金問題と SDGs の話に花が咲き、竹サインペンの製

作の必要性に話が進み、取組が始まりました、そしてキジムーバンドの

木下勉さんも加わって、材料や工作道具の工夫が始まりました。2023 年

10 月に京都府主催の第 1回生きものフェスの講演会で、生物多様性セン

ター長の湯本貴和氏が竹サイン鉛筆を高く評価するお話をいただき、そ

の後 2024 年 2 月に京都府自然環境課が購入して下さいました。製作しな

がら販売できるのだろうかと半信半疑でしたが、これで展望が開けまし

た。4月 17 日(水)に里山の会の事務局会議

出席者の皆さんに、製作方法を披露して、

改良点を気付いてもらって生産工程のさらなる改善を進めたいと思って

行いました。 

 

●ミツバチとメダカの観察会 参加者募集が始まる 

4 月 15 日から「この観察会」の参加募集を開始

しています。1月から開催準備を始めてきまし

たが、いよいよ参加募集を始めました。締め切

りは 5月 5日としています。参加希望者多数の

場合は抽選を 5月 6日に行い、直ちに合否をメ

ールでお送りいたします。お分けできるのは自

然界では生息していない｢シロメダカ｣なので放

流をしない事を約束していただけることを条件

にしています。宜しくご参加ください。 

 

●里山の会の第 30 回通常総会を 4月 27 日(土)13:30 から京田辺市立中央公民館で開催いたします。 

この会議は里山の会の最高決議機関なので社員の過半数以上の出席が会議成立の条件となっていま

すので、各社員の皆さんは万難を排してのご出席をお願いいたします。万一欠席の場合は理事長あ

るいは議長への委任状の提出をお願い致します。議事は①2023 年度活動報告の承認、②2023 年の決

算報告承認、③会計監査報告、④2024 年度活動方針の決定、⑤2024 年度予算案の決定、⑥その他の

案件です。ぜひご出席をお願いいたします。特に活動方針として スタッフの過重負担軽減や活動

内容の充実や改善を図るためには、すべての活動に関わっていくというこれまでの運営方法から専

門性と意欲を生かした人のグループ化が改善方法として提起されることになりました。大いにデメ

リットとメリットを考えて､調和の取れた移行が可能になるように苦労することになりそうです。 

 

●ヤマトサンショウウオの調査・幼生になっていました。 

3 月 19 日に卵のうが発見された新しい場所の池(新池)では 7対の

卵のうが見つかっておりましたが、４月 16 日の調査で幼生になり

5匹(15 ㎜～20 ㎜)見つかっております。なお、以前から観察をし

ている池(旧池)について、卵のうは 2、3月に 9対見つかっており

ますが、その後新しく卵のうや幼生は見つかっておりません。 

5 月 18

日 


